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区　　分 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計(承認第11号） 153億5,487万円 2,016万円 153億7,503万円

一般会計(議案第58号） 153億7,503万円 6億2,669万円 160億172万円

各議案等審議結果

補正予算関係

議案番号 議案名 議決年月日
議決結果

承認
第10号

専決処分の承認を求めることについて
（和解及び損害賠償の額の決定について）

R 6 . 8 . 8
即日原案承認

議案
第48号 境町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の制定について

R 6 . 8 . 8
即日原案可決

議案
第49号 境町公共交通基金条例の制定について

R 6 . 8 . 8
即日原案可決

議案
第50号 さかい河岸川魚グルメ発信拠点施設の設置及び管理に関する条例の制定について

R 6 . 8 . 8
即日原案可決

議案
第51号 境町公共施設整備基金条例の一部を改正する条例案について

R 6 . 8 . 8
即日原案可決

議案
第52号 境町教育振興基金条例の一部を改正する条例案について

R 6 . 8 . 8
即日原案可決

議案
第53号 境町スポーツ振興基金条例の一部を改正する条例案について

R 6 . 8 . 8
即日原案可決

議案
第54号 境町友好都市交流基金条例の一部を改正する条例案について

R 6 . 8 . 8
即日原案可決

議案
第55号 境町子ども未来基金条例の一部を改正する条例案について

R 6 . 8 . 8
即日原案可決

議案
第56号 境町土地開発公社経営健全化基金条例を廃止する条例案について

R 6 . 8 . 8
即日原案可決

議案
第57号 さかい河岸川魚グルメ発信拠点施設の指定管理者の指定について

R 6 . 8 . 8
即日原案可決

議案
第59号

工事請負契約の締結について
（仮称）利根川原水を活用した特産品開発拠点施設整備工事

R 6 . 8 . 8
即日原案可決

議案
第60号

工事請負契約の締結について
（仮称）SAKAIビックエアパーク整備工事

R 6 . 8 . 8
即日原案可決

議案
第61号

工事請負契約の締結について
（仮称）境町魅力向上・発信拠点施設整備工事

R 6 . 8 . 8
即日原案可決

議案
第62号

工事請負契約の締結について
R6（R5繰越）国補都構 第05-01-154-G-003号 河川改修工事（その１）

R 6 . 8 . 8
即日原案可決

議案
第63号

工事請負契約の締結について
R6（R5繰越）国補都構 第05-01-154-G-004号 河川改修工事（その２）

R 6 . 8 . 8
即日原案可決

議案
第64号

工事請負契約の締結について
R6（R5繰越）国補都構 第05-01-154-G-005号 河川改修工事（その３）

R 6 . 8 . 8
即日原案可決

議案
第65号

工事請負契約の締結について
R6（R5繰越）国補都構 第05-01-154-G-006号 河川改修工事（その４）

R 6 . 8 . 8
即日原案可決

議案
第66号

事業契約の締結について
第7期境地区定住促進住宅整備事業における設計、建設及び維持管理・運営に関する業務

R 6 . 8 . 8
即日原案可決
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令和６年 第２回臨時会
８月８日（1日間の会期）



決算特別委員会
岩﨑　博　委員長

　

９
月
５
日
開
会
初
日
、
本
会
議
に
提
案
さ
れ

た
令
和
５
年
度
境
町
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

並
び
に
水
道
事
業
会
計
の
決
算
認
定
に
つ
い
て

は
、
委
員
10
名
に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
同
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
９
月
９
日
に
開
催
さ
れ
、
慎
重

に
審
査
を
し
た
結
果
い
ず
れ
の
会
計
と
も
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
９
月
10
日
の
本
会
議

に
お
い
て
委
員
長
報
告
の
と
お
り
全
会
一
致
を

も
っ
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
27
日
か
ら
８
月
９
日
ま
で
（
実
日
数
６

日
間
）
に
、
令
和
５
年
度
境
町
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
７
件
、
並
び
に
水
道
事
業
会
計
の
審

査
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
山
本
監
査
委

員
よ
り
次
の
と
お
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
一
般
会
計

　

歳
入
財
源
は
、
前
年
度
よ
り
町
税
・
交
付
税

収
入
等
が
増
額
と
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
と
し
て

活
用
し
た
負
担
金
補
助
金
、
地
方
創
生
拠
点
整

備
交
付
金
等
の
財
源
を
活
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、

施
策
・
事
業
を
効
果
的
に
実
施
し
た
結
果
で
あ

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
実
施
し
て

い
る
よ
う
に
、
国
・
県
補
助
金
、
基
金
等
の
財

源
を
組
み
合
わ
せ
、
極
力
町
の
負
担
を
軽
減
す

る
取
組
が
伺
え
、
順
調
に
執
行
さ
れ
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
町
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
を
展
開
し
て

行
財
政
運
営
に
努
め
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
。

○
特
別
会
計

　

独
立
採
算
制
の
原
則
に
則
っ
て
財
源
確
保
の

た
め
の
徴
収
率
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
保
加

入
者
数
、
国
保
税
収
入
が
減
と
な
っ
た
も
の
の
、

保
険
者
努
力
支
援
金
の
獲
得
等
に
よ
り
、
順
調

決
算
特
別
委
員
会
報
告

監
査
委
員
決
算
審
査
報
告

に
業
務
が
遂
行
出
来
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き

る
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
支
援
事

業
交
付
金
等
を
活
用
し
た
介
護
予
防
事
業
を
実

施
し
て
、
給
付
費
の
削
減
に
努
め
基
金
の
積
立

を
行
う
な
ど
、
順
調
に
業
務
が
遂
行
出
来
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

公
共
下
水
道
事
業
や
農
業
集
落
排
水
事
業
に

つ
い
て
も
、
処
理
場
等
の
老
朽
化
に
伴
い
整
備

件
数
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
処
理

施
設
の
最
適
整
備
構
想
化
計
画
に
基
づ
き
、
効

率
的
な
整
備
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
後
の
行
財
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
よ
り

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
実
施
に
努
め
、
多
様
化

し
て
い
る
住
民
ニ
ー
ズ
や
社
会
情
勢
に
順
応
し

た
事
業
等
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
く
よ
う
望

む
も
の
で
あ
る
。

　

水
道
事
業
で
は
、
各
設
備
が
老
朽
化
し
て
い

る
様
子
が
伺
え
る
こ
と
か
ら
、
資
産
の
更
新
計

画
に
基
づ
き
、
大
規
模
な
災
害
に
も
耐
え
ら
れ

る
よ
う
、
計
画
的
に
浄
水
設
備
の
更
新
改
修
、

耐
用
年
数
切
れ
埋
設
管
の
布
設
替
及
び
そ
の
他

必
要
な
設
備
改
修
及
び
交
換
を
進
め
、
安
心
・

安
全
に
利
用
で
き
る
水
道
水
の
安
定
供
給
を
図

ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。
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令和６年 第３回定例会
９月５日～９月10日（６日間の会期）

全議案・原案可決



区　　分 歳入決算額 歳出決算額

境 町 一 般 会 計 343億5,866万4,668円 331億5,347万3,104円

特
別
会
計

坂東市外２か町公平委員会 75万3,418円 22万6,020円

境 町 住 宅 事 業 5億2,370万7,556円 5億1,577万1,153円

境 町 国 民 健 康 保 険 事 業 27億1,254万7,385円 26億8,918万1,270円

境 町 後 期 高 齢 者 医 療 事 業 5億8,144万516円 5億7,934万8,894円

境 町 介 護 保 険 事 業 21億99万3,058円 19億2,219万5,890円

境 町 公 共 下 水 道 事 業 6億5,600万7,936円 5億3,879万2,292円

境 町 農 業 集 落 排 水 事 業 2億6,093万6,419円 1億9,667万6,970円

合　計 411億9,505万956円 395億9,566万5,593円

区　　分 収益的支出 資本的支出

境 町 水 道 事 業 会 計 5億7,995万549円 6,889万7,195円

区　　分 予算現額 補正額 補正後の金額

境町一般会計 (議案第7 0号 ) 160億172万円 4億8,497万円 164億8,669万円

境町一般会計 (議案第7 6号 ) 164億8,669万円 1億126万円 165億8,795万円

特別
会計

境町住宅事業 (議案第7 1号 ) 9億417万円 793万円 9億1,210万円

境町国民健康保険事業(議案第72号) 28億6,824万円 1,342万円 28億8,166万円

境町介護保険事業(議案第73号) 19億3,843万円 1億8,068万円 21億1,911万円

令和５年度　各種会計決算状況

補正予算関係 令和6年度境町各種会計補正予算

各議案等審議結果

議案番号 議案名 議決年月日
議決結果

報告
第６号 令和５年度境町財政健全化判断比率の報告について ―

報告
第７号 令和５年度境町公営企業資金不足比率の報告について ―

報告
第８号 令和５年度境町継続費精算報告について ―

認定
第１号 令和５年度境町一般会計歳入歳出決算の認定について

R 6 . 9 . 1 0
原 案 認 定

認定
第２号 令和５年度坂東市外２か町公平委員会特別会計歳入歳出決算の認定について

R 6 . 9 . 1 0
原 案 認 定

認定
第３号 令和５年度境町住宅事業特別会計歳入歳出決算の認定について

R 6 . 9 . 1 0
原 案 認 定

認定
第４号 令和５年度境町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

R 6 . 9 . 1 0
原 案 認 定

認定
第５号 令和５年度境町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について

R 6 . 9 . 1 0
原 案 認 定

認定
第６号 令和５年度境町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

R 6 . 9 . 1 0
原 案 認 定

認定
第７号 令和５年度境町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

R 6 . 9 . 1 0
原 案 認 定

認定
第８号 令和５年度境町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について

R 6 . 9 . 1 0
原 案 認 定

認定
第９号 令和５年度境町水道事業会計決算の認定について

R 6 . 9 . 1 0
原 案 認 定
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一 般 質 問一 般 質 問

人 

事 

案 

件

議案
第67号 境町国民健康保険条例の一部を改正する条例案について

R 6 . 9 . 1 0
原 案 可 決

議案
第68号 茨城租税債権管理機構規約の一部変更について

R 6 . 9 . 1 0
原 案 可 決

議案
第69号

土地改良事業の計画について
（境町大字下砂井字本村地先）

R 6 . 9 . 1 0
原 案 可 決

議案
第74号

令和6年度下水道事業会計補正予算（第1号）
（下水道事業会計予算第4条及び第4条の2の一部を改正）

R 6 . 9 . 1 0
原 案 可 決

議案
第75号 町道路線の認定について

R 6 . 9 . 1 0
原 案 可 決

同意
第４号 境町教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて

R 6 . 9 . ５
即日原案同意

同意
第５号 境町教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて

R 6 . 9 . ５
即日原案同意

請願
第１号

脳脊髄液減少（漏出）症医療改善を求める意見書を国及び茨城県に提出する事を
求める請願

R 6 . 9 . 1 0
採 　 択

請願
第２号

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書採
択を求める請願

R 6 . 9 . 1 0
採 　 択

発議
第２号 境町議会決算特別委員会の設置について

R 6 . 9 . 5
即日原案可決

承認
第12号

専決処分の承認を求めることについて
（和解及び損害賠償の額の決定について）

R 6 . 9 . 1 0
即日原案承認

発委
第１号 脳脊髄液減少（漏出）症の診断・治療体制の確立等を求める意見書案

R 6 . 9 . 1 0
即日原案可決

発委
第２号 脳脊髄液減少（漏出）症の専門医のいる病院の確保を求める意見書案

R 6 . 9 . 1 0
即日原案可決

発委
第３号

教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書案
R 6 . 9 . 1 0
即日原案可決

発議
第３号 境第二中学校区小中一貫校設置特別委員会の設置について

R 6 . 9 . 1 0
即日原案可決

〇
境
町
教
育
委
員
会
の
委
員

の
任
命
に
つ
き
議
会
の
同
意

を
求
め
ら
れ
�
全
会
一
致
で

即
日
同
意
さ
れ
ま
し
た
�

︻
再
任
︼

　
境
町

　
浅
沼
　
明
　
氏

︻
再
任
︼

　
境
町
大
字
下
小
橋

　
石
川
　
直
子
　
氏

１　議席12番　斉藤　政雄　議員　
 (1)当町の年齢構成について
 (2)選挙運動用ポスター掲示板の使用について
 (3)今後の教育行政の方向付けについて　
２　議席10番　田山　文雄　議員
 (1)帯状疱疹ワクチンRSウイルス感染症ワクチンについて
 (2)自殺防止対策について
 (3)地方就職学生支援について　
３　議席６番　青木　輝明　議員
 (1)プレミアム付電子チケットについて
 (2)オリジナルミネラルウォーターと鰻の加工施設について
４　議席２番　染谷　直人　議員
 (1)森戸地区の振興策について
 (2)資産運用について

５　議席１番　佐怒賀　康輔　議員
 (1)未来塾の取り組みについて
 (2)子供たちの体験事業について
 (3)オンデマンドバス及び自動運転バスについて
６　議席５番　岩﨑　博　議員
 (1)部活動の地域移行について
 (2)移住定住促進住宅の今後について
 (3)放課後児童クラブの運営体制について
７　議席３番　枝　史子　議員
 (1)障害者福祉の取組について

7人の議員が登壇しました
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議
席
1₂
番
斉
藤
　
政
雄
　
議
員

Q  

将
来
の
総
人
口
推
計
に
つ
い
て
伺

い
た
い

A  

町
で
は
、
「
境
町
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
平
成
27
年
10
月
に
策
定
し
、
令

和
２
年
３
月
に
改
訂
版
を
策
定
い
た
し

ま
し
た
。
当
町
の
本
年
９
月
１
日
現
在

の
人
口
は
、
２
３
，
８
８
８
人
で
あ
り
、

国
立
社
会
保
障
人
口
問
題
研
究
所
が
、

平
成
30
年
３
月
に
推
計
し
た
「
将
来
推

計
人
口
」
の
境
町
の
予
測
人
口
２
１
，

９
３
０
人
を
１
，
９
５
８
人
と
大
き
く

上
回
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
当
町

が
移
住
・
定
住
・
子
育
て
支
援
等
の
施

策
を
積
極
的
に
展
開
し
た
結
果
が
数
字

に
表
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

９
月
１
日
現
在
、
町
全
体
の
24
歳
及

び
25
歳
の
人
口
に
つ
き
ま
し
て
は
、
24

歳
が
２
５
４
人
、
25
歳
が
２
６
７
人
の

合
計
５
２
１
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 

（
企
画
部
長
）

Q  

都
知
事
選
挙
に
お
い
て
、
ポ
ス

タ
ー
掲
示
枠
が
売
買
対
象
と
さ
れ
る
よ

う
な
事
態
が
起
き
た
が
、
当
町
の
選
挙

で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か

伺
い
た
い
。

A  

現
在
の
公
職
選
挙
法
で
は
、
ポ
ス

タ
ー
掲
示
枠
の
権
利
譲
渡
を
禁
止
す
る

規
定
は
な
い
こ
と
か
ら
、
当
町
執
行
の

選
挙
に
お
い
て
も
、
同
じ
よ
う
な
こ
と

を
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
こ
の
た
め
、

７
月
７
日
に
執
行
さ
れ
た
東
京
都
知
事

選
挙
で
同
一
の
ポ
ス
タ
ー
が
複
数
、
掲

示
板
に
貼
ら
れ
た
こ
と
等
を
受
け
て
、

鳥
取
県
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
市
町

村
に
技
術
的
助
言
が
で
き
る
規
程
の
整

備
や
、
ポ
ス
タ
ー
へ
の
候
補
者
指
名
掲

載
、
営
利
目
的
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
の
禁

止
等
を
具
体
的
に
規
定
す
る
条
例
の
整

備
も
視
野
に
、
９
月
13
日
開
会
の
議
会

定
例
会
に
提
出
す
る
準
備
を
進
め
て
い

る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
へ
の
ポ
ス

タ
ー
掲
示
に
つ
き
ま
し
て
は
、
候
補
者

が
行
う
こ
と
が
で
き
る
文
書
図
面
に
よ

る
選
挙
運
動
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
目

的
は
、
有
権
者
の
皆
様
に
候
補
者
の
情

報
を
知
ら
せ
て
投
票
行
動
に
つ
な
げ
る

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
当
選
挙
管
理
委

員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
国
、
県
等

Q  

町
立
小
中
学
校
の
再
編
整
備
計
画

や
海
外
の
姉
妹
校
等
と
の
児
童
生
徒
の

相
互
交
流
計
画
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A  

町
立
小
中
学
校
の
再
編
整
備
計
画

に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
境
町
学
校
の
あ

り
方
検
討
委
員
会
」
か
ら
令
和
４
年
５

月
に
い
た
だ
い
た
提
言
内
容
や
児
童
生

徒
数
の
推
移
、
教
育
の
動
向
な
ど
を
踏

ま
え
て
「
境
町
立
学
校
再
編
整
備
計
画

（
素
案
）
」
を
策
定
し
、
全
町
民
の
皆

様
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
再
編
整
備
計
画
を
策
定
す

る
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
整
備
に
係
る

予
算
規
模
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
も
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
築
費
等
に
つ

い
て
調
査
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、

教
育
委
員
会
で
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
近

年
の
建
築
費
の
高
騰
や
人
手
不
足
に
よ

り
、
莫
大
な
金
額
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

現
在
は
建
築
手
法
な
ど
を
含
め
て
再
検

当
町
の
年
齢
構
成
に
つ
い
て

選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
掲
示

板
の
使
用
に
つ
い
て

今
後
の
教
育
行
政
の
方
向
付

け
に
つ
い
て

議
席
₁₀
番

田
山
　
文
雄
　
議
員

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
市
と
境
町
の
児

童
生
徒
の
交
流
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中

学
生
10
名
、
小
学
生
10
名
に
て
、
８
月

25
日
か
ら
30
日
ま
で
の
期
間
で
派
遣
事

業
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
中
学
生
に

お
い
て
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
、

ま
た
、
小
学
生
に
お
い
て
は
初
め
て
の

海
外
派
遣
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
の
交
流
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
２
年
度
以
降
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
児
童
派
遣
事
業
は
実
施
で
き

て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

今
後
も
児
童
生
徒
の
海
外
交
流
を
継

続
し
て
実
施
し
、
子
供
た
ち
が
実
用
的

な
英
語
力
や
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
、

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う

積
極
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
町
長
・
教
育
長
）

の
動
向
を
確
認
し
な
が
ら
必
要
な
規
定

の
調
査
・
検
討
を
進
め
て
、
本
来
の
目

的
に
即
し
た
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
の
整
備

に
注
力
す
る
と
と
も
に
、
他
自
治
体
の

取
組
等
事
例
を
研
究
し
て
、
各
選
挙
の

公
正
か
つ
適
正
な
執
行
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

（
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
）
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Q  
国
に
よ
る
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
定

期
接
種
化
が
予
定
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

町
独
自
に
対
象
年
齢
や
助
成
金
額
な
ど

の
補
助
に
つ
い
て
の
考
え
、
更
に
は
Ｒ

Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
の
助
成

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

A  

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

は
、
国
の
審
議
会
に
お
い
て
定
期
接
種

化
す
る
こ
と
で
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
、
国
か
ら
の
正
式
な
通
知

を
待
っ
て
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対
象
者

や
接
種
費
用
、
国
の
補
助
金
の
額
等
が

示
さ
れ
次
第
、 

近
隣
の
自
治
体
の
状

況
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
独
自
に
接
種
対

象
者
の
拡
大
や
助
成
金
な
ど
の
補
充
が

必
要
な
の
か
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
新
年
度
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
に

進
め
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
Ｒ
Ｓ
感

染
症
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
国
や
県

内
各
自
治
体
の
動
向
に
つ
い
て
注
視
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

（
町
長
・
町
民
生
活
部
長
）

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

Q  

子
ど
も
の
自
殺
防
止
の
対
策
と
し

て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を
用
い
た

検
査
で
、
自
殺
リ
ス
ク
を
可
視
化
す
る

Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
「
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｓ
」
を
導
入

Q  

地
方
の
高
校
を
卒
業
し
た
若
者
が

大
学
進
学
を
契
機
に
東
京
に
転
居
し
、

そ
の
大
半
が
地
元
に
戻
る
こ
と
な
く
東

京
で
就
職
す
る
事
が
地
方
人
口
の
社
会

減
の
要
因
と
も
さ
れ
、
国
に
よ
る
地
方

就
職
学
生
支
援
事
業
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
７
年
度
に
は
、
更
に
拡
充
し

た
支
援
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当

町
と
し
て
の
国
へ
の
申
請
や
取
組
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

A  

現
在
、
県
内
市
町
村
で
は
、
申
請
を

検
討
し
て
い
る
自
治
体
は
１
市
町
村
で

す
。
当
町
で
も
実
施
の
方
向
で
準
備
を
進

Q  

物
価
高
騰
に
よ
り
、
農
業
経
営
者

や
商
工
業
者
等
の
支
援
を
考
え
、
昨
年

10
年
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
電
子
チ
ケ
ッ
ト

さ
か
エ
ー
ル
Ｐ
ａ
ｙ
の
効
果
に
つ
い
て
、

ま
た
、
今
後
の
当
町
の
考
え
を
伺
い
た

い
。

A  

「
さ
か
エ
ー
ル
！
Ｐ
ａ
ｙ
」
発
行

事
業
に
つ
き
ま
し
は
、
町
民
か
ら
も
事

業
の
実
施
を
希
望
す
る
ご
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
実
施
の
際
に

は
発
行
総
額
や
プ
レ
ミ
ア
ム
率
に
つ
き

ま
し
て
も
議
員
の
皆
様
に
ご
相
談
を
し
、

決
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
、
社
会
の
情
勢
に
即
し
た
デ
ジ
タ

ル
化
の
普
及
に
努
め
な
が
ら
、
町
民
の

生
活
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
経
済
の

Q  

今
年
７
月
に
熱
中
症
対
策
の
一
環

と
し
て
、
０
歳
〜
２
歳
、
65
歳
以
上
の

居
る
世
帯
に
境
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
配
布
の
反
響
と
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A  

緊
急
猛
暑
対
策
と
し
て
、
７
月
９

日
か
ら
12
日
ま
で
の
４
日
間
で
、
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
希
望
す
る
世
帯
の

96
・
89
％
に
あ
た
る
３
．
６
７
９
世
帯
に

配
布
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、

町
民
の
皆
様
に
こ
の
事
業
が
広
く
認
知

さ
れ
、
ご
活
用
い
た
だ
け
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
、
町
民
の
皆

様
に
寄
り
添
い
、
必
要
と
思
わ
れ
る
施

策
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

（
総
務
部
長
）

Q  

鰻
の
蒲
焼
加
工
施
設
に
て
、
低
価

格
販
売
し
反
響
が
大
き
か
っ
た
と
思
う

が
、
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
、
ま
た
、

町
内
の
飲
食
業
へ
鰻
の
卸
し
や
流
通
な

ど
今
後
の
取
組
を
伺
い
し
た
い
。

A  

今
後
の
取
組
と
し
ま
し
て
は
、

「
河
岸
の
町
」
と
し
て
発
展
し
た
文
化

の
再
興
を
目
指
し
た
「
利
根
川
鰻
復
活

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、

自
殺
防
止
対
策
に
つ
い
て

地
方
就
職
学
生
支
援
に
つ
い
て

プ
レ
ミ
ア
ム
付
電
子
チ
ケ
ッ

ト
に
つ
い
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

と
鰻
の
加
工
施
設
に
つ
い
て

議
席
6
番
青
木
　
輝
明
　
議
員

し
て
い
る
学
校
も
あ
る
が
当
町
と
し
て

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

A  

現
在
、
茨
城
県
で
は
、
児
童
生
徒

に
と
っ
て
安
全
、
安
心
で
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
一
人
一
台

端
末
を
活
用
し
た
「
い
ば
ら
き
心
の
健

康
観
察
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
令
和
６

年
２
月
に
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

「
い
ば
ら
き
心
の
健
康
観
察
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
小
学
校
で
も
容
易
に
回
答

が
可
能
で
あ
り
、
無
償
で
利
用
で
き
る

こ
と
か
ら
、
当
町
で
は
令
和
６
年
度
中

に
導
入
す
る
方
向
で
検
討
し
て
お
り
、

現
在
は
そ
の
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。（

教
育
長
）

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
有
効
な
支
援

等
を
調
査
・
検
討
し
て
支
援
を
拡
充
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

（
町
長
・
企
画
部
長
）

活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
取
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
（
町
長
・
秘
書
公
室
長
）
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町
商
工
会
等
の
関
係
各
所
と
協
議
検
討

を
進
め
て
参
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
Ｓ-

Ｌ
ａ
ｂ
４
ｔ
ｈ
（
境
町
地
域
産
業
研
究

開
発
拠
点
施
設
）
の
指
定
管
理
者
で
あ

る
株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り
公
社
が
、
商

工
会
で
令
和
３
年
に
町
内
の
飲
食
店
等

で
組
織
し
た
「
さ
か
い
河
岸
み
や
げ
研

究
会
」
に
働
き
か
け
を
し
て
、
町
内
の

希
望
す
る
飲
食
店
へ
の
販
売
提
供
を
し

て
い
き
た
い
考
え
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

労
働
時
間
が
短
く
な
る
こ
と
で
輸
送
能

力
が
不
足
し
「
物
が
運
べ
な
く
な
る
」

可
能
性
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
、
物
流
の

２
０
２
４
年
問
題
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
と
い
た
し

ま
し
て
も
こ
れ
ら
の
課
題
に
寄
与
す
べ

く
、
株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り
公
社
と
共

に
、
Ｓ-

Ｌ
ａ
ｂ
４
ｔ
ｈ
（
境
町
地
域
産

業
研
究
開
発
拠
点
施
設
）
が
関
東
一
円

の
新
た
な
鰻
の
物
流
拠
点
と
な
る
べ
く

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

（
秘
書
公
室
長
）

議
席
2
番

染
谷
　
直
人
　
議
員

Q  

先
般
、
エ
ビ
養
殖
事
業
者
が
森
戸

地
区
を
視
察
し
た
と
聞
い
た
が
、
検
討

状
況
お
よ
び
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、

町
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

A  

当
町
の
官
民
連
携
の
先
進
的
な
取

組
と
し
て
自
治
体
や
民
間
企
業
も
視
察

な
ど
に
多
数
訪
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今

般
、
当
町
の
取
組
に
共
感
し
た
民
間
企

業
よ
り
、
ク
ル
マ
エ
ビ
の
養
殖
な
ど
水

産
資
源
の
研
究
開
発
や
生
産
を
行
っ
て

い
る
事
業
者
の
紹
介
が
あ
り
、
本
年
６

月
に
橋
本
町
長
が
東
京
都
杉
並
区
に
あ

る
生
産
拠
点
を
視
察
し
懇
談
し
た
と
こ

ろ
、
当
該
事
業
者
よ
り
境
町
で
主
体
的

に
事
業
を
ぜ
ひ
と
も
行
い
た
い
、
と
の

申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

当
町
で
は
遊
休
施
設
の
活
用
や
地
域

経
済
の
活
性
化
、
さ
ら
に
は
水
産
資
源

の
保
全
に
向
け
た
取
組
が
子
ど
も
た
ち

へ
の
教
育
に
も
前
向
き
な
効
果
が
期
待

さ
れ
る
な
ど
、
幅
広
い
面
か
ら
有
益
で

あ
る
と
判
断
し
、
利
用
可
能
な
施
設
を

調
査
し
、
事
業
者
が
視
察
し
た
と
こ
ろ
、

旧
葉
山
幼
稚
園
の
園
舎
が
最
適
で
あ
り
、

活
用
し
た
い
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
件
は
町
か
ら
の
持
ち
出
し
は
な
く
、

む
し
ろ
園
舎
を
貸
与
し
活
用
し
て
い
た

だ
く
賃
料
収
入
が
見
込
ま
れ
る
事
業
で

あ
る
こ
と
に
加
え
、
事
業
者
か
ら
は
ク

ル
マ
エ
ビ
以
外
の
魚
種
の
名
前
も
挙

Q  

昨
年
度
の
当
町
の
公
金
運
用
実
績

に
つ
い
て
、
伺
い
た
い
。

A  

公
金
運
用
前
の
令
和
４
年
10
月
末

日
に
お
け
る
当
町
の
基
金
は
、
境
町

財
政
調
整
基
金
は
じ
め
25
基
金
、
総

額
39
億
４
，
６
８
５
万
３
，
８
９
１

円
あ
り
、
そ
の
う
ち
６
・
４
％
の

２
億
５
，
４
５
３
万
３
，
９
７
２
円
が

定
期
預
金
、
残
り
93
・
６
％
の
36
億
９
，

２
３
１
万
９
，
９
１
９
円
が
普
通
預
金

と
し
て
管
理
し
、
利
子
は
年
間
５
万
２
，

９
６
７
円
と
い
う
低
金
利
で
運
用
し
て

お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
令
和
４
年
第
４
回
議
会
定

例
会
一
般
質
問
に
お
い
て
、
染
谷
議
員

か
ら
の
提
案
を
受
け
、
ペ
イ
オ
フ
等
の

金
融
リ
ス
ク
に
備
え
、
確
実
か
つ
有
利

な
方
法
で
の
基
金
の
運
用
す
る
た
め
同

年
12
月
に
境
町
公
金
管
理
運
用
委
員
会

を
設
置
し
、
境
町
公
金
管
理
方
針
及

び
境
町
資
金
管
理
計
画
を
策
定
、
同

森
戸
地
区
の
振
興
策
に
つ
い
て

資
産
運
用
に
つ
い
て

が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
焦
る
こ

と
な
く
、
し
っ
か
り
と
１
つ
１
つ
ハ
ー

ド
ル
を
越
え
、
水
産
資
源
を
活
用
し
た

地
域
活
性
化
に
も
つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

（
町
長
・
企
画
部
長
）

委
員
会
の
決
定
に
基
づ
き
、
令
和
５

年
３
月
に
政
府
保
証
債
１
億
円
（
利

率
０
・
６
１
４
％
、
年
間
の
利
子
収

入
61
万
４
千
円
）
、
令
和
５
年
４
月

に
利
付
国
庫
債
券
５
千
万
円
（
利
率

０
・
５
％
、
年
間
の
利
子
収
入
25
万

円
）
を
購
入
し
ま
し
た
。
合
計
す
る
と

１
億
５
千
万
円
の
公
金
運
用
に
対
し
て
、

年
間
86
万
４
千
円
、
満
期
ま
で
の
総
額

９
６
０
万
７
，
１
６
５
円
の
利
子
収
入

が
得
ら
れ
る
見
込
み
で
す
。

 

（
町
長
・
企
画
部
長
）

Q  

町
出
資
の
企
業
等
に
お
い
て
、
資

金
運
用
を
始
め
る
こ
と
も
資
金
効
率
や

価
値
の
保
全
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え

る
が
、
町
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

A  

現
在
、
町
が
出
資
し
て
い
る
企
業

３
社
の
う
ち
、
事
業
収
益
を
得
て
業

績
が
好
調
に
推
移
し
て
い
る
㈱
さ
か

い
ま
ち
づ
く
り
公
社
か
ら
は
２
億
円
、

茨
城
さ
か
い
ソ
ー
ラ
ー
㈱
に
か
ら
は
、

１
千
７
百
万
円
（
会
社
設
立
当
初
か
ら

の
９
年
間
合
計
で
１
億
６
，
０
６
２
万

円
の
寄
付
金
）
を
昨
年
度
は
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

「
町
出
資
の
企
業
等
に
お
い
て
の
資

産
運
用
」
に
つ
い
て
、
現
在
は
、
企
業

の
事
業
収
益
を
寄
付
金
と
し
て
町
に
還

元
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
事
業
収
益

の
一
部
を
資
産
運
用
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
は
、
可
能
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
例
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Q  

部
活
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
や
民
間
事
業
者
等
を

活
用
し
て
い
く
旨
を
以
前
聞
い
た
が
、

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
町
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

Q  

８
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
マ
ハ
ロ
タ

ウ
ン
Ⅱ
の
応
募
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

A  

８
月
16
日
か
ら
募
集
を
開
始
い
た

し
ま
し
て
、
９
月
６
日
時
点
で
33
件
の

申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
申
込
期
限
は

10
月
16
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
、
締
切
に
か
け
ま
し
て
さ
ら

に
増
加
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

（
企
画
部
長
）

Q  

境
町
へ
の
移
住
希
望
者
が
、
土
地

が
手
に
入
ら
な
い
と
の
声
を
聞
く
が
、

Q  

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
つ

い
て
、
子
ど
も
関
連
部
署
で
は
な
く
、

教
育
委
員
会
が
主
体
の
自
治
体
が
あ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
町
の
考
え
を
伺
い
た

い
。

A  
現
在
は
、
子
ど
も
未
来
課
が
主
管

し
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
、
13
の
自
治

体
で
教
育
委
員
会
が
主
管
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
牛
久
市
で
は
、
小
学
校
の
校

長
先
生
が
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
施
設

長
と
な
っ
て
お
り
、
ク
ラ
ブ
の
運
営
に

つ
い
て
、
指
導
及
び
監
督
を
行
っ
て
い

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

移
住
定
住
促
進
住
宅
の
今
後

に
つ
い
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

体
制
に
つ
い
て

え
ば
、
毎
年
の
寄
付
金
額
を
減
ら
し
、

そ
の
資
金
を
運
用
に
回
し
、
運
用
益
を

得
る
こ
と
は
、
境
町
全
体
を
連
結
決
算

で
考
え
た
場
合
、
資
産
の
増
加
に
寄
与

す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
え
ら
れ
ま

す
。

　

現
在
、
証
券
会
社
か
ら
も
外
国
債
券
、

外
資
投
資
な
ど
の
様
々
な
提
案
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
境
町
は
国
際
交

流
含
め
海
外
で
お
金
を
使
う
場
合
が
多

い
自
治
体
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う

す
れ
ば
町
が
損
を
す
る
こ
と
が
な
い
の

か
、
公
金
管
理
委
員
会
を
含
め
、
慎
重

に
し
っ
か
り
検
討
を
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 

（
町
長
・
企
画
部
長
）

A  

部
活
動
地
域
移
行
の
取
組
に
つ
い

て
は
、
令
和
４
年
11
月
に
設
立
し
た
一

般
財
団
法
人
地
域
ス
ポ
ー
ツ
財
団
を
中

心
に
境
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
学
校
と
協

議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
に
あ
る
全
国
で
も
一
流

の
施
設
を
活
用
し
硬
式
テ
ニ
ス
や
Ｂ
Ｍ

Ｘ
等
の
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
の
地
域
移
行

も
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
家
庭
の
経
済

状
況
に
関
わ
ら
ず
希
望
す
る
全
て
の
生

徒
が
参
加
で
き
る
よ
う
生
徒
や
保
護
者

に
と
っ
て
望
ま
し
い
環
境
の
確
保
と
学

校
の
働
き
方
改
革
の
実
現
に
向
け
て
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
副
町
長
・
教
育
長
）

る
こ
と
か
ら
、
学
校
と
ク
ラ
ブ
の
連
携

が
と
り
や
す
く
、
月
に
一
回
施
設
長
会

議
を
開
催
し
、
ク
ラ
ブ
の
責
任
者
と
各

学
校
長
が
集
ま
り
会
議
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
児
童
の
情
報
共
有
を
図
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。　

　

ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
異
常

が
あ
っ
た
時
に
は
、
学
校
の
職
員
が
駆

け
つ
け
る
な
ど
、
緊
急
時
の
対
応
に
つ

い
て
も
学
校
と
連
携
を
図
る
取
組
が
実

施
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
主
管
を
教
育
委
員
会

に
移
す
こ
と
は
、
学
校
と
ク
ラ
ブ
を
利

用
す
る
保
護
者
の
３
者
間
に
お
い
て
、

責
任
の
所
在
が
明
確
に
な
る
だ
け
で
は

な
く
、
児
童
に
と
っ
て
も
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
に
参
加
し
や
す
く
な
る
等
、
今

ま
で
以
上
に
放
課
後
の
児
童
の
居
場
所

が
有
意
義
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
と
の
連
絡
調
整
が
と
り

や
す
く
な
る
た
め
、
待
機
児
童
が
発
生

し
た
場
合
で
も
学
校
の
空
き
教
室
の
有

効
利
用
が
し
や
す
く
な
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
町
に
お
い
て
も

今
後
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
主
管
を

教
育
委
員
会
に
移
す
検
討
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

（
町
長
・
町
民
生
活
部
長
）

住
宅
用
地
の
供
給
に
つ
い
て
町
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

A  

当
町
は
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
き

昭
和
45
年
11
月
に
市
街
化
区
域
と
市
街

化
調
整
区
域
を
分
け
る
線
引
き
を
定
め

て
お
り
ま
す
が
、
平
成
21
年
12
月
に
は

市
街
化
調
整
区
域
に
お
い
て
も
区
域
指

定
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
は
、
市
街
化
区
域
に
隣
接
す

る
長
井
戸
・
上
小
橋
の
一
部
を
対
象
と

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
４
月

に
は
西
泉
田
の
一
部
に
も
拡
大
し
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
他

の
自
治
体
の
事
例
等
も
調
査
・
研
究
し

な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

（
企
画
部
長
）
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７
月
18
日
、
山
形
県
西
村
山
郡
西

川
町
の
デ
ジ
タ
ル
行
政
の
取
組
に
つ

い
て
視
察
研
修
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

西
川
町
で
は
、
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
社
会
を
目
指
し
、
防
災
を
目
的

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
「
つ
な
が
る
く
ん
」

の
全
戸
配
布
事
業
を
展
開
し
、
町
内

全
域
へ
１
，
６
０
８
台
の
配
付
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
町
か
ら
の
お

知
ら
せ
等
の
配
信
や
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
活
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
ニ
ー
ズ
調
査
」
が
可
能
な
た
め
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
行
政
施
策
に
役
立

ち
、
行
政
コ
ス
ト
の
効
率
化
に
繋
が

り
、
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
自
治
体
発
行
Ｎ
Ｆ
Ｔ
「
西
川

町
デ
ジ
タ
ル
住
民
票
Ｎ
Ｆ
Ｔ
」
を
発

行
し
、
新
た
な
関
係
人
口
の
取
り
込

み
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
デ
ジ
タ

ル
住
民
票
Ｎ
Ｆ
Ｔ
を
保
有
し
て
い
る

方
と
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

メ
タ
バ
ー
ス
交
流
会
な
ど
、
関
係
人

口
の
創
出
と
普
段
接
点
が
あ
ま
り
な

い
若
い
世
代
や
、
新
技
術
に
興
味
の
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Q  

医
療
的
ケ
ア
児
と
そ
の
家
族
に

対
す
る
当
町
の
対
応
に
つ
い
て

（
ア
）
国
は
、
医
療
的
ケ
ア
児
と
そ

の
家
族
を
支
援
す
る
た
め
の
法
律
を

作
り
、
国
及
び
自
治
体
の
責
務
を
定

め
て
い
る
が
、
当
町
は
現
在
ど
の
よ

う
な
施
策
を
お
こ
な
っ
て
い
る
か
。

（
イ
）
現
状
、
支
援
の
手
が
届
い
て

い
な
い
医
療
的
ケ
ア
児
と
そ
の
家
族

に
対
し
て
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
支

援
す
る
考
え
か
。

A
「
医
療
的
ケ
ア
児
」と
は
、医
学
の

進
歩
を
背
景
と
し
て
、Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ（
新

生
児
特
定
集
中
治
療
室
）等
に
長
期

入
院
し
た
後
、引
き
続
き
人
工
呼
吸

器
や
胃
ろ
う
等
を
使
用
し
、た
ん
の

吸
引
や
経
管
栄
養
な
ど
の
医
療
的
ケ

ア
が
日
常
的
に
必
要
な
児
童
の
こ
と

で
す
。

（
ア
） 

当
町
で
は
、令
和
５
年
度
に
、医

療
的
ケ
ア
児
の
ご
家
族
か
ら
、保
育

障
害
者
福
祉
の
取
組
に
つ
い
て

園
の
入
所
と
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
に
関
す
る
相
談
が
あ
り
、茨
城
県

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
セ
ン
タ
ー「
み

ち
し
る
べ
」や
保
育
園
、障
害
児
通
所

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
子
ど
も
未
来
課

お
よ
び
社
会
福
祉
課
等
の
関
係
機
関

が
連
携
し
、検
討
会
議
を
開
催
し
た

結
果
、ご
希
望
の
保
育
園
入
所
と
障

害
児
通
所
サ
ー
ビ
ス
事
業
利
用
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

医
療
的
ケ
ア
児
は
一
人
ひ
と
り
の

状
況
が
違
う
こ
と
か
ら
、今
後
も
必

要
に
応
じ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応

じ
た
支
援
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

（
イ
）医
療
的
ケ
ア
児
と
そ
の
家
族

に
対
す
る
支
援
事
業
に
関
し
て
は
、

２
０
２
３
年
に「
医
療
的
ケ
ア
児
者
を

応
援
す
る
市
区
町
村
長
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」が
発
足
す
る
な
ど
、今
後
し
っ
か

り
手
を
い
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
部
分
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。な
の
で
、

境
町
と
し
て
も
、こ
の
よ
う
な
お
子
さ

ん
た
ち
の
た
め
に
ど
う
い
う
ケ
ア
が
一

番
良
い
の
か
、そ
し
て
、そ
の
中
で
で
き

る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
、

議
会
と
と
も
に
し
っ
か
り
検
討
し
た
上

で
、実
行
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

（
町
長
・
福
祉
部
長
）

※
議
席
１
番　

佐
怒
賀 

康
輔　

議
員

原
稿
提
出
未
了
の
た
め
、
未
掲
載
と
し
ま
す

議 

会 

活 

動

総
務
建
設
農
政
常
任
委
員
会

視
察
研
修

あ
る
方
々
と
の
関
係
を
強
化
す
る
た

め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て
お
り

ま
し
た
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
デ
ジ

タ
ル
化
へ
の
取
組
と
し
て
、
今
後
も

調
査
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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